
石巻市監査委員告示第２号 

 

 地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第１９９条第２項及び第４項の規定に基づき監

査を実施したので、同条第９項及び第１０項の規定により、その結果及び意見を次のとお

り公表します。 

 

平成２７年２月２０日 

 

石巻市監査委員 柴 山 耕 一 

 

 

 

石巻市監査委員 矢 川 昌 宏 

 

 

 

石巻市監査委員 伊 藤 啓 二 

 

 

  

１ 監査対象部課等   河北総合支所、雄勝総合支所、河南総合支所、桃生総合支所、

北上総合支所及び牡鹿総合支所 

            （地域振興課、市民生活課、保健福祉課及び所管する行政機関） 

 

２ 監 査 期 間   平成２６年１１月２５日から平成２７年２月２０日まで 

 

３ 監査対象範囲   平成２６年度一般事務及び財務に関する事務の執行  

            （平成２６年１０月３１日現在） 

 

４ 監 査 場 所   石巻市監査委員事務局及び現場 

 

５ 監 査 結 果   平成２６年度一般事務及び財務に関する事務の執行について、

事務処理状況を試査したところ、一部の事務処理について別紙の

とおり指摘します。 

なお、軽微な誤り等については、別途指導しました。 

 

６ 監査結果に添える意見   結果報告に添える意見は、別紙のとおりです。 

 



指 摘 事 項 

平成２１年度の定期監査において指導したにもかかわらず、改善が見られない事項 

対象部局 
不    適    正    事    項 

項   目 内        容 

河北総合支所 

 地域振興課 

収入事務  行政財産目的外使用許可により庁舎内に設置されて

いる自動販売機に係る電気料について、設置者に対し

３か月ごとに請求しているが、市は毎月立替払してい

るので毎月の請求に改めること。 

 

雄勝総合支所 

 地域振興課 

団体管理事務 雄勝地区運行協議会に係る団体管理事務において、

収入金を一定期間現金で保管していたので、事故防止

の観点から収入金については速やかに団体の預金口座

に入金すること。 

 

牡鹿総合支所 

 市民生活課 

契約事務 動物死骸収集運搬業務等に係る契約書において、契

印の押印漏れが見受けられた。 

 

  

 

指 摘 事 項 

平成２３年度の定期監査おいて指導したにもかかわらず、改善が見られない事項 

対象部局 
不    適    正    事    項 

項   目 内        容 

河南総合支所 

地域振興課 

契約事務  契約する事業者が消費税法に係る免税事業者である

にもかかわらず、消費税額等を表示した請書を徴して

いた。 

※ 各農業集落排水処理施設に係る消防用設備法定点検業務 

 

桃生総合支所 

地域振興課 

契約事務 契約金額が５０万円を超えているにもかかわらず、

契約書の作成を省略し請書を徴していた。 

※ 山田地区消防ポンプ置場確定分筆登記業務 

 

 

 



指 摘 事 項 

法令に違反した事項、著しく妥当性を欠く事項又は著しく不経済、非効率な事項 

対象部局 
不    適    正    事    項 

項   目 内        容 

河北総合支所 

 地域振興課 

財産管理事務 行政財産の無償貸付けについて 

 

 市営河北川の上上納住宅敷地内の土地（崖地）につ

いて、近隣の企業と土地使用貸借契約を締結し、無償

で土地の貸付けを行っていた。 

石巻市財産の交換、譲与、無償貸付等に関する条例

（平成１７年石巻市条例第６８号）では、無償で貸し

付けることができる場合を規定しているが、本件の貸

付けについては、それには該当しておらず、無償で貸

し付けることが必要な場合は、市議会の議決を得る必

要があるにもかかわらず、議決を得ることなく処理さ

れており、市議会の議決権をないがしろにする極めて

不適切な事務処理である。 

なお、行政財産は、その用途又は目的を妨げない限

度においてその使用を許可することができるものであ

り、使用料についても石巻市行政財産の用途又は目的

外使用に係る使用料に関する条例（平成１７年石巻市

条例第６４号）第４条の規定により、市長が特別の理

由があると認めるときは、使用料を減額し、又は免除

することができることを申し添える。 

  普通財産の貸付けについて 

 

 土地建物等の財産を貸付けする場合は、債務不履行

によるリスクを緩和するため、借り受けようとする者

から相当の担保を提供させ、又は保証人を立てさせる

必要性があり、本市においても石巻市公有財産規則（平

成１７年石巻市規則第５８号）においてその旨規定し、

「市有財産貸付け等に係る保証人の取扱いについて」

（平成２１年２月１３日付け総務部長通知）において

もその取扱いについて各部長等へ周知しているところ

である。 



対象部局 
不    適    正    事    項 

項   目 内        容 

   しかしながら、新規の貸付等明らかに借り受けよう

とする者から相当の担保を提供させ、又は保証人を立

てさせることが必要な場合においても、それを行わず

賃貸借契約を締結しており、リスク管理の甘さを指摘

せざるを得ない状況であった。 

 ついては、石巻市民の大切な財産を管理していると

いうことを再認識し、適正な財産管理がなされること

を求めるものである。 

 なお、本件については、総務部に対し、監査結果報

告に添える意見を提出しているので、総務部と協議し

適正に対応されたい。 

雄勝総合支所 

地域振興課 

財産管理事務 普通財産の貸付けについて 

 

 土地建物等の財産を貸付けする場合は、債務不履行

によるリスクを緩和するため、借り受けようとする者

から相当の担保を提供させ、又は保証人を立てさせる

必要性があり、本市においても石巻市公有財産規則（平

成１７年石巻市規則第５８号）においてその旨規定し、

「市有財産貸付け等に係る保証人の取扱いについて」

（平成２１年２月１３日付け総務部長通知）において

もその取扱いについて各部長等へ周知しているところ

である。 

 しかしながら、新規の貸付等明らかに借り受けよう

とする者から相当の担保を提供させ、又は保証人を立

てさせることが必要な場合においても、それを行わず

賃貸借契約を締結しており、リスク管理の甘さを指摘

せざるを得ない状況であった。 

 ついては、石巻市民の大切な財産を管理していると

いうことを再認識し、適正な財産管理がなされること

を求めるものである。 

 なお、本件については、総務部に対し、監査結果報

告に添える意見を提出しているので、総務部と協議し

適正に対応されたい。 



対象部局 
不    適    正    事    項 

項   目 内        容 

桃生総合支所 

 保健福祉課 

現金取扱事務 領収証書について 

 

 桃生総合支所保健福祉課が実施している食生活改善

推進員育成研修会の参加料に係る領収証書について

は、会計管理者に申請し許可された内容で作成されて

いるが、交付用と控えが同一であることを示す割印を

押印していないため、領収証書の控えと交付済の領収

証書が１対１の関係であることを証するものとはいえ

ず、領収証書の控えがない交付済の領収証書の存在を

否定できないものとなっており、領収証書の形式とし

て不適切なものであった。 

 領収証書を独自に作成する場合は、交付用と控えを

同一内容で作成し、割印を押印し、綴り形式とするな

ど不正の働きにくい形式にされたい。 

 また、領収証書の領収印欄には領収印を押印すべき

ところ収受日付印を押印しており不適切な事務処理と

なっていた。このような領収証書は市が発行したもの

とは認めることができないので適切に処理されたい。 

 なお、独自に作成した領収証書については、市民が

交付を受けた際に、それが正当のものであるか認識で

きる手段及び根拠がないことから、領収証書を独自に

作成する場合はあらかじめ公告等を行い公表しておく

ことが望ましいことを申し添える。 

北上総合支所 

地域振興課 

財産管理事務 普通財産の貸付けについて 

 

 土地建物等の財産を貸付けする場合は、債務不履行

によるリスクを緩和するため、借り受けようとする者

から相当の担保を提供させ、又は保証人を立てさせる

必要性があり、本市においても石巻市公有財産規則（平

成１７年石巻市規則第５８号）においてその旨規定し、

「市有財産貸付け等に係る保証人の取扱いについて」

（平成２１年２月１３日付け総務部長通知）において

もその取扱いについて各部長等へ周知しているところ

である。 



対象部局 
不    適    正    事    項 

項   目 内        容 

 しかしながら、新規の貸付等明らかに借り受けよう

とする者から相当の担保を提供させ、又は保証人を立

てさせることが必要な場合においても、それを行わず

賃貸借契約を締結しており、リスク管理の甘さを指摘

せざるを得ない状況であった。 

 ついては、石巻市民の大切な財産を管理していると

いうことを再認識し、適正な財産管理がなされること

を求めるものである。 

 なお、本件については、総務部に対し、監査結果報

告に添える意見を提出しているので、総務部と協議し

適正に対応されたい。 

 

牡鹿総合支所 

地域振興課 

財産管理事務 普通財産の貸付けについて 

 

 土地建物等の財産を貸付けする場合は、債務不履行

によるリスクを緩和するため、借り受けようとする者

から相当の担保を提供させ、又は保証人を立てさせる

必要性があり、本市においても石巻市公有財産規則（平

成１７年石巻市規則第５８号）においてその旨規定し、

「市有財産貸付け等に係る保証人の取扱いについて」

（平成２１年２月１３日付け総務部長通知）において

もその取扱いについて各部長等へ周知しているところ

である。 

 しかしながら、新規の貸付等明らかに借り受けよう

とする者から相当の担保を提供させ、又は保証人を立

てさせることが必要な場合においても、それを行わず

賃貸借契約を締結しており、リスク管理の甘さを指摘

せざるを得ない状況であった。 

 ついては、石巻市民の大切な財産を管理していると

いうことを再認識し、適正な財産管理がなされること

を求めるものである。 

 なお、本件については、総務部に対し、監査結果報

告に添える意見を提出しているので、総務部と協議し

適正に対応されたい。 



対象部局 
不    適    正    事    項 

項   目 内        容 

牡鹿総合支所 

 保健福祉課 

財産管理事務 行政財産目的外使用料の算定誤りについて 

 

 自動販売機設置に係る行政財産目的外使用料を算定

するに当たり、当該建物の建築費指数が 1.08 であるに

もかかわらず1.04として算定し、過少に徴収していた。 

また、屋外に設置しているにもかかわらず、建物に

係る使用料も算定し、過大に徴収していたので、石巻

市行政財産の用途又は目的外使用に係る使用料に関す

る条例（平成１７年石巻市条例第６４号）及び公有財

産貸付料等算定基準に基づき適正に算定されたい。 

１ 建築費指数の誤りにより過少に徴収 

  ・指令第４号  誤徴収額   ９，５８３円 

正徴収額   ９，９４５円 

過少徴収額    ３６２円 

・指令第５号  誤徴収額   ８，７４２円 

正徴収額   ９，０７３円 

過少徴収額    ３３１円 

２ 屋外に設置しているにもかかわらず、建物に係る

使用料を算定し、過大に徴収 

・指令第６号  誤徴収額  １２，４４２円 

正徴収額     ２０８円 

過大徴収額 １２，２３４円 

 

 



監査結果報告に添える意見 

組織及び運営の合理化に資するため、事務等の改善を検討されたい事項 
意  見  の  内  容 

普通財産の貸付けについて 

（総務部管財課） 

 

 土地建物等の財産を貸付けする場合は、債務不履行によるリスクを緩和するため、石巻

市公有財産規則（平成１７年石巻市規則第５８号）第４１条第１項で「普通財産を借り受

けようとする者からは、必要があるときは、相当の担保を提供させ、又は保証人を立てさ

せるものとする。」と規定し、平成２１年２月１３日付け総務部長通知（以下単に「総務部

長通知」という。）においてもその取扱いについて各部長等へ周知しているところである。 

 しかしながら、今回定期監査を行ったほとんどの総合支所では、普通財産の貸付けにお

いて、借り受けようとする者から相当の担保を提供させ、又は保証人を立てさせることな

く賃貸借契約を締結しており、総務部長通知があるにもかかわらずリスク管理の甘さを疑

わざるを得ない状況である。このことについては、財産管理の統括である管財課の責任も

重く、その指導力が不足していたということも指摘せざるを得ないのである。 

 総務部長通知では、「相当の担保を提供させ、又は保証人を立てさせる必要があるとき」

として、次の４項目を除く貸付けを行う場合としている。 

(1) 一時貸付けを行うとき。 

(2) 国、他の地方公共団体その他公共団体又は公共的団体に貸付けを行うとき。 

(3) 公益事業を行う社会的信用が高いと判断される法人に貸付けを行うとき。 

(4) その他相当の担保を提供させ、又は保証人を立てさせる必要がないと判断されるとき。 

 このうち（4）については、どのような場合に該当するのか不明確な項目であり、恣意的

な運用が可能となる基準になっている。これは普通財産の貸付けが、貸付料の多寡、相手

方の信用力、借地借家法の適用の有無等様々なケースがあり、それらに対応できるように

するため、設けられた項目であると思われるが、このことが、総合支所で相当の担保を提

供させ、又は保証人を立てさせないことを基本として処理している一因になっていると考

えらえる。 

よって、総務部長通知については、できる限り恣意的な運用ができない内容に見直しを

図るとともに、管財課は財産管理担当者に対し、石巻市民の大切な財産を管理していると

いうことを再認識させ、普通財産の貸付けにおいては、真に必要でないと認められる場合

を除き、相当の担保を提供させ、又は保証人を立てさせることが基本であることを指導す

るべきである。 

 

 



監査結果報告に添える意見 

組織及び運営の合理化に資するため、事務等の改善を検討されたい事項 
意  見  の  内  容 

各地区運行協議会の名称について 

（雄勝総合支所地域振興課） 

（河南総合支所地域振興課） 

（桃生総合支所地域振興課） 

 

本市では高齢化の進行やバス路線の廃止に対応するため、各地区において、住民バス

や乗合タクシーが運行されている。これらの運営主体は各地区の運行協議会が担ってお

り、それぞれの総合支所地域振興課等に事務局が置かれている。 

これらの運行協議会のほとんどは、○○地区住民バス運行協議会や○○地区乗合タク

シー運行協議会のようにわかりやすく親しみやすい名称とされているが、雄勝、河南、

桃生地区の３運行協議会は単に○○地区運行協議会という名称とされており、組織の目

的や事業内容が読み取りにくいものとなっていた。 

運行協議会の名称は、それぞれの地域住民が主体となり総会等で決定したということ

は十分承知しているが、事務局が本市に置かれていることを考慮すると、一定の基準を

設け、市民にわかりやすく、事業内容が直ちに理解できるよう市民目線に立った名称に

改めるべきであると考える。 

ついては、運行協議会の名称の見直しについて、協議会に対し強力に行政指導する必

要があることを認識されたい。 

 

 

 


